
　

℡６４－３６６４

棚
底
地
区
振
興
会
報

ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

令和８年８月号

棚底地区振興会

棚底地区振興会　　会報№２４８（８、８、１）

 　　fax６３－７５４４

倉岳町棚底１７８６－４

棚底地区

コミュニティセンター

今
年
度
の
「
市
民
ふ
れ
あ
い
座
談

会
」
が
天
草
市
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

７
月
６
日(

月)

、
棚
底
地
区
コ
ミ
セ
ン

集
会
室
で
開
催
さ
れ
、
町
民
ら
６
０
数

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

こ
の
「
市
民
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
は
、

市
長
が
市
内
各
地
域
へ
出
向
き
、
市
の

取
組
み
や
市
政
の
方
向
性
を
説
明
す

る
と
と
も
に
市
民
の
意
見
や
提
案
を

直
接
聴
取
し
て
今
後
の
市
政
、
政
策
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

る
も
の
で
、
町
民
の
中
に
は
、
毎
年
楽

し
み
に
参
加
さ
れ
て
い
る
人
も
多
く

見
受
け
ら
れ
た
。

市
長
講
話
で
は
、
令
和
７
年
に
実
施

さ
れ
た
国
勢
調
査
速
報
値
や
住
民
基

本
台
帳
を
基
に
人
口
推
移
を
分
析
、
少

子
高
齢
化
等
の
影
響
や
交
通
弱
者
に

期
待
さ
れ
る

A

I

オ
ン
デ
マ
ン
デ
ー

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
取
組
み
に
つ
い
て

な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
説
明
さ
れ
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
「
棚
田
保
全
の

会
員
減
少
で
第
六
期
は
中
山
間
補
助

事
業
か
ら
約
４
０
が
離
脱
、
天
草
市
の

取
組
み
と
し
て
耕
作
放
棄
地
の
補
正

予
算
は
予
定
し
て
い
る
の
か
」
や
「
戦

国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
後
の
観
光
交

流
人
口
増
に
向
け
て
の
対
策
」、
「
小
中

学
校
適
正
化
審
議
員
会
の
活
動
」
な
ど

に
つ
い
て
８
人
か
ら
質
問
が
あ
り
、
市

長
や
教
育
長
が
丁
寧
に
答
え
ら
れ
た
。

改
め
て
「
市
民
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」

へ
の
関
心
の
高
さ
を
痛
感
し
た
。

「
市
民
ふ
れ
あ
い
座
談

会
」
へ
の
関
心
の
高
さ

を
痛
感
し
た
！

市
長
講
話
で
天
草
市
の
現

状
や
取
組
み
な
ど
多
岐
に

渡
っ
て
説
明
さ
れ
る
馬
場

市
長(

右)

と
真
剣
に
耳
を

傾
け
る
参
加
者
ら(

左)
棚
底
城
跡
並
び
に
棚
底
川
国
道
沿

い
、
振
興
会
花
壇
の
美
化
作
業
を
７
月

１
２
日(

日)

に
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
振
興
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
頂
い
た
約
4
0
人
が
棚
底

城
跡
と
棚
底
川
国
道
沿
い
、
振
興
会
花

壇
に
分
か
れ
て
草
刈
り
や
花
壇
の
整

備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

国
指
定
史
跡
「
棚
底
城
跡
」
は
天
草

市
か
ら
年
６
回
以
上
の
除
草
作
業
と

定
期
的
な
見
回
り
作
業
な
ど
を
内
容

と
し
て
振
興
会
が
受
託
し
て
い
る
事

業
で
す
。
参
加
者
は
暑
さ
の
厳
し
い
中
、

城
跡
内
の
廓
や
横
堀
付
近
を
中
心
に

汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
作
業

を
進
め
、
史
跡
の
環
境
保
全
を
図
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
棚
底
の
玄
関
口
に
当
た
る
国

道
沿
い
一
帯
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協

力
頂
い
た
方
た
ち
の
応
援
も
あ
り
、
見

違
え
る
よ
う
に
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
年
十
一
月
に
は
「
天
草

戦
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー
プ
ン
。

棚
底
城
跡
に
も
、
見
学
者
の
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
史
跡
の
維
持

管
理
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
引
き

続
き
、
草
刈
作
業
等
で
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

暑
さ
の
中
、
環
境
美
化
作
業
！

環境美化作業
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今月の人口

主な行事予定

今月の石垣散策トイレ掃除当番

自治環境部会 毎週 水、土曜日

めいどサロン 毎週 月曜日

８月 ２日（日）盆前美化作業

８月 ４日（火）倉岳ウォーク実行委員会

８月１９日（水）健康福祉部会

９月 ６日（日）棚底地区敬老会

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
１
２
２
号

梅
雨
空
の
ど
ん
よ
り
と
し
た
７

日
（
火
）、
倉
岳
小
２
年
生
８
人
が
町

探
検
の
た
め
、
棚
底
地
区
コ
ミ
セ
ン

を
見
学
に
来
て
く
れ
た
。

担
任
の
小
崎
先
生
に
引
率
さ
れ

た
児
童
は
、
挨
拶
を
交
わ
し
た
後
、

図
書
室
に
移
動
。
事
前
に
用
意
し
た

質
問
を
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
一
人

づ
つ
発
表
し
た
。
図
書
室
に
関
す
る

も
の
は
倉
岳
支
所
の
中
山
さ
ん
が
、

一
方
、
部
屋
の
用
途
や
業
務
内
容
な

ど
施
設
全
般
に
関
す
る
質
問
に
対

し
て
は
小
林
が
対
応
し
た
。

最
後
に
各
部
屋
を
見
て
回
り
、
み

ん
な
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
あ
と
、

次
の
宝
物
を
探
し
に
棚
底
港
へ
と

移
動
し
て
行
っ
た
。

倉
岳
小
２
年
生
が
宝
物
を

探
し
て
コ
ミ
セ
ン
訪
問
！

【ポーズをとりながらハイチーズ
＝コミセン玄関前】

みんなで守る地域の安全！
梅雨明けの７月１０日（金）、午後６時から防犯

協会と教職員・地域づくり部会員ら１５人が校区

内を防犯パトロールした。

参加者は、子供たちが夏休み期間中、安全・安

心に過ごせるよう、防犯灯の点検や危険個所、

不審な場所などの確認をするとともに、犯罪の未

然防止や防犯意識の向上を呼び掛け巡回。防

犯チョッキを着た物々しい姿にすれ違う人は一様

に驚きながら関心を示しておられた。

振興会では、これからも防犯パトロールを通し

て犯罪の抑止や防犯意識の向上に努め、地域

の皆さんが安全・安心に暮らせるまちづくりを目

指し、啓発活動に取組んでいきたいと思った。

国史跡棚底城跡のガイダンス施設である「天草戦

国ミュージアム」の開館日が令和８年１１月２２日に決

定しました。施設建設は、６月末時点で約８０％が完

成し、ガラス張りの外観も姿を現しつつあります。

また、内装や電気設備等の工事も着々と進んでい

ます。展示内容についても、市民の皆さんをはじめ、

来訪者が楽しみながら棚底城跡への理解を深められ

るよう制作しているところです。近隣の皆さんには、ご

不便をおかけしますが、引き続きご理解とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

（天草市文化課 牧野）

～天草戦国ミュージアムの開館日が決定～

【ガイダンス施設・完成イメージ図】

【パトロール中の参加者＝上揚信号付近】


